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　　　新年のごあいさつ
　新年あけましておめでとうございます。

　旧年中は、鳥取県中小企業団体中央会をはじめＯＢ会の

皆様方、そして各関係機関及び、会員所属企業並びにご家族

の皆様など、様々な方に当会活動に格別なるご支援、ご協力

を賜り、厚く御礼申し上げます。

　本年も変わらず、よろしくお願い致します。

　「輝」をスローガンに掲げスタートした36期も、はや後期

へと差し掛かりました。

　各委員会ともに委員長を中心に特色を出しながら活動を

しています。特に、毎月の例会やイベントでは皆で知恵を出

し合い、考え抜かれた内容で、私自身毎月の例会が楽しみな

状況です。

　2010年の表す漢字として「暑」という字が選ばれました。

記録的な猛暑日の連続により熱中症で倒れる人が続出し、

暑さ対策の支出と野菜の高騰が消費者の生活を直撃致しま

した。折からの不況に加え、地球温暖化への不安も高まった

ところもありました。しかしながら、チリ鉱山の落盤事故に

おいては地中の暑い中から作業員全員が生還した事で勇気

付けられました。やはり、どんな苦境においても我々自身が

希望を失わず輝き続ける事が大切と思います。会員一人一

人が輝き、団結する事で鳥取県西部を明るくし、その先へと

つなげて参ります。

　2011年、皆様のご健勝とご多幸をお祈りすると共に、今

後とも一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上

げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

第36期　鳥取県西部中小企業青年中央会　
会長　北  口  智  明　　



　私がおすすめする文庫はちょっと古くなったのです
が、岩崎夏海さんの「もし高校野球の女子マネージャー
がドラッカーの『マネジメント』を読んだら」です。実
は、この本を実際に実践された会社を訪問する機会が
あったもので、この本を推薦することにしました。そ
の会社は実に統率がとれていて社内の雰囲気も我が社
とは凄く違っていました。「なんて楽しそうな会社なん

だろう」と思わずにいられないどころか、平気で中央会の忘年例会のような
事も手作りでやられ、この本の良さが十分出ているなと感じずにはいられま
せんでした。会社や中央会でも役立つと思いますし、読みやすい本ですので
本嫌いの方でも楽に読めると思います！まだ読んでおられない方は是非読ん
でみてください！

『もし高校野球の女子マネージャーがド
ラッカーの『マネジメント』を読んだら』
	 岩崎夏海 著

おすすめビジネス文庫紹介
紹介者：山根 宏典 会員

　12月例会では、米子市観光協会ヘルスツー
リズムプロデューサー小原工氏を講師並びに
アドバイザーとしてお迎えして、企業人とし
ての健康意識向上について講演して頂き、ま
た我々健康委員会の取り組みについてもアド
バイスして頂きました。その後に行った、現
役会員による大忘年会にも参加頂けたので、
会員も有意義な時間を過ごせたのではないで
しょうか。今回の例会を通じて特に感じ、また
得たことは、会全体の一体感でした。このよう
な経験ができたのも、中央会ならではだと感
謝しております。今後はこの経験を生かし、よ
り良い例会を創っていけるよう会全体で取り
組んでいければと思っております。

12月例会を終えて…
健康委員会  

委員長　今川 圭一

講師：米子市観光協会ヘルスツーリズム
　　　プロデューサー　小原  工氏12月例会開催「健康」12月例会開催「健康」

　平成22年12月14日（火）、ホテルサン
ルート米子に於いて健康委員会担当によ
る12月例会が開催された。冒頭、北口会
長が「人間関係の中でコミュニケーション
が不足しているのではないか？人が集ま

るところにはビ
ジネスや知識が
あるので、多忙
な時期ではある
が、時間調整を
して会に出席す
ることで得られ
る も の が あ る」
と挨拶を述べら
れた。

　続いての委員長タイムでは、スポーツ
振興委員会向井委員長が「競馬はスポーツ
である」という事で話された。「競馬は競
馬場で見ると迫力
や臨場感が違いま
す。スポーツはブ
ラウン管で見るよ
り是非、会場で見
て頂きたい。」と話
され、最後は有馬
記念の予想で委員
長タイムを締めくくられた。
　今月の例会は３部構成で開催され、第
１部は「健康とジョギング」と題し、米子
市観光協会ヘルスツーリズムプロデュー
サー小原工氏を講師に迎え、講演会を行

い ま し た。 初 め
にトライアスロ
ン皆生大会への
当会の係わりに
御礼を述べられ、
シドニーオリン
ピック出場まで
の軌跡を映像で
紹 介 頂 い た。 続

いて健康維持に注目を集め、利用者が急
増しているジョギングについての説明で、

「手軽に始められること、場所を選ばない
こと、また、有酸素運動の代表選手であ
ること」等ジョギングが優れている点を
語って頂いた。
　第２部は、まず土岐会員より実体験に
基づいたジョギングの効果について説明
頂いた。続いて数名の会員の実技を交え、
小原氏より実際にジョギングを始めるに
あたっての注意点や長く続ける為の秘訣

を教えて頂き、米子近郊でのジョギング
スポット等についてもアドバイスを頂い
た。
　普段、とても健康的とはいえない生活
をしている我々が、仕事をしていく上で
健康に気をつけなくてはいけないと感じ
させられ、なかなか運動の時間が取れな
い会員にとっても、ジョギングが健康維
持にとても有効な手段であることも感じ
た。

　第３部は大忘年会と題し、今年最後の懇親会を開催。会員の皆様から提供頂いた品々
を、手島専務理事の司会でオークションがスタート。我こそは、と目当て？の商品に
対し値段がついていく。そしてオークションで落札された金額が賞金にかわり、本日
のメインイベントとも言える委員会対抗カラオケ大会がスタート。こちらも各委員会
ごと趣向を凝らしたパフォーマンスで会場を盛り上がり今年最後の例会は締めくくら
れた。
　ちなみに優勝は総務委員会、罰ゲームは政治行政委員会であった。　    （記事：岩垣）

「笑う門には福来る」（12月例会第３部）



　雪が舞い落ちる中 、第30期卒
会の株式会社日建代表取締役種克
則ＯＢを訪ねた。外の寒さとは対
極の温かい種ＯＢの人柄に触れる
ことができた。お客様のところに
まめに通い世間話をして帰るとい
う。会社のお客様の６割から７割
は、リピーターかその紹介である
のは、この人柄がなせる技なので
あろうと思った。

　青年中央会は「かけがえのない仲間に巡り合えた」と振り返
られた。特に同期の第30期の仲間の話になると顔がほころぶ。

「種の会」という同期会を毎月開催し、「幸せの種をまく会」と称
し、同期で年に一回必ず旅行に出かけるということである。
　中央会で学んだことはという問いに、「経営者の在り方であ
る。」と語る顔は一転真剣そのものであった。「社員はただ頑張
れと言ってもついてこない、経営者自身が先頭に立って行動し
なければならない。経営者の背中に社員はついてくるのだ。」
と。
　また、「常にお客様から目線に立った接客が必要である。」業
界の常識は必ずしもお客様の常識ではない。例えば、建築業界
の尺・間といった単位は、一般のお客さまにとってすぐに理解
できない。だから、お客様が普段使うメートルやセンチに直し
て説明すべきである。つまり、「誰が聞いても理解し、納得がで
きる説明をしなければならない。」と、語る眼差しは青年中央会
と現役会員に対する想いを感じた。貴重なアドバイスをいただ
いた種ＯＢに感謝するとともに、青年中央会という組織の懐の
深さを改めて感じることができた。                  （記事：内田）

㈱日建 代表取締役
種　克則ＯＢ（第30期卒会）

　中央会に入会して早５年。あっという間にこのときを迎えま
した。私の中央会活動････約半分は広報系の委員会でハンサム
の取材、編集に携わりました。取材を通してさまざまな中央会の

出来事、会員のみなさまと知り合うことができました。その後、政治行政、環境問題とさまざまな委員会に所属させていただきまし
た。出席率が良かったとはいえませんが、自分なりに得るものがあったのではと思います。逆にもっと積極的に活動に参加してい
れば････との思いもあります。こんな自分がいうのもなんですが、中央会はやればやった分だけ何かしら得るものがある。多くの
会員と交流した分だけ仲間ができるのではと思います。仕事が多忙な中で、中央会活動は大変かもしれませんが、どうか会員のみ
なさまには充実した中央会活動をしていっていただければと思います。ありがとうございました。

本池 俊介 会員

　今年の新年例会のコンセプトは「一体感」と「明るく元気に」です。ＯＢ会員および来賓の方々をお招きし、平
成23年の新春を祝うとともに、ＯＢ会員および来賓の方々との親睦を深め、会場全体が「一体感」を得られるよ
うな例会にしたいと考えています。そして、皆さんが「明るく元気に」輝かしい新年のスタートを切っていただ
けるよう、趣向を凝らした企画やアトラクションを準備しております。
　新年例会に参加された皆さん全員が明るく元気になっていただき、「新年例会に出てよかった」と思っていた
だけるような一体感のある例会にしたいと考えています。また、輝委員会のメンバーが巻き起こすサプライズ
にもどうぞご期待ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （輝委員会 委員長　浅中雅彦）

１月例会へむけて

　創業34年になる米子市両三
柳にある広告代理店です。一
般的に広告代理店とは広告を
扱う会社の総称です。簡単に
は、商品を売るための広告戦
略を企業さまと一緒になって
考え、形にしていく仕事です。
それがホームページ・チラシ・
パンフレット・パッケージ・ロ
ゴマーク・イベント・メディア
コマーシャルであったりしま
す。商品または売り手の声を
代弁して消費者へ届けるもの
が広告なのです。
　現在インターネットの普及

によって広告手法の幅が一気に広がっていますが、マーケティン
グを勉強し、最も効果的な広告戦略を提案できるよう努力してい
きたいと思っています。

輝業紹介

「商品・売り手の声をお届けする仕事」
㈲あっぷるはうす　遠藤　亨

　石原電気設備は今から32年
前に父が起業し、住宅･店舗の
新築、リフォーム、一般家庭の
電気でお困りになっておられ
る箇所の改善 、増設工事等を
中心に電気設備工事をさせて
頂いております。３年前から
私が受け継ぎ、皆様のおかげ

をもちまして今日に至っております。
　５年前から流行りもあり、安全で快適、
光熱費が安くなって家計に優しい「オー
ル電化設備」のご提案・販売･施工を行う
ようになりました。
　特に安心な長期保証・標準工事付きで、
初期費用が掛かりにくく、手軽にオール
電化住宅が出来る「電化パック！リース
制度」が人気を集め、お客様に喜んで頂
いており、弊社も力を入れております。

　今後も気軽に何でも相談して頂ける「私の町の電気屋さん」で
在りたいと思い、今より少しでも安全で快適に電気を使って頂け
るようにご提案 、施工を心がけています。「石原電気設備に頼んで
良かった」とお客様に喜んで頂けるように努力を続けていきたい
と思っております。皆様どうぞ宜しくお願いいたします。

「今よりもっと快適な電気ライフへ」
石原電気設備　石原　効
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種　 克則ＯＢ（第30期ご卒会）

健康委員会
平成22年12月９日（木）於：ホテルサンルート米子	 出席者／ 12名

議題／	・役員会報告

		 ・12月担当例会打ち合わせ及びリハーサル

	
スポーツ振興委員会
平成22年12月９日（木）於：こうりん坊	 出席者／ 12名

議題／	・役員会報告

		 ・２月担当例会について

	
政治行政委員会
平成22年12月７日（火）於：米子コンベンションセンター	 出席者／ 15名

議題／・役員会報告

		 ・11月委員会のまとめ及び３月例会について

		 ・中田利幸氏を講師に招いての講演

	ビジネスメディア委員会
平成22年12月10日（金）於：米子ニューアーバンホテル	出席者／ 11名

議題／	・役員会報告

		 ・11月担当例会の反省

		 ・企業と個人のマッチングについての討議

１月役員会報告
　１月役員会が平成23年１月５日（水）、米子食品会館にて開

催されました。
　当日の主な議題は以下の通りです。
　・12月例会報告の件　　・１月新年例会開催の件
　・その他
　※なお、詳細につきましては各委員長までご参照ください。

12月度委員会報告

	
編集後記

　あけましておめでとうございます。新年を迎えそれぞれ決意、
目標を立てられたと思います。私はズバリ「健康な体づくり」を目
標に掲げました。日々の生活、忘年会のつけが、第二次成長期とな
りお腹回りが豊かになりました。やはり健康あっての仕事、中央
会活動です。不摂生な生活を改め12月例会で学んだ「健康ジョギ
ング」を実践しようかと考えています。皆さんも健康的な2011年
をスタートさせませんか！！
　本年も皆様にとってお腹ではなく、自身の成長の年になります
ようお祈り申し上げます。			　　　　　　　　　　　　　	（石川）

輝委員会
平成22年12月10日（金）於：海王　　　	 出席者／ 21名

議題／	・役員会報告

		 ・中央会に関して先輩会員（濵田会員）より新入会員向けの説話

		 ・１月新年例会打ち合わせ

	総務委員会
平成22年12月４日（土）於：楽遊館	 出席者／ 12名

議題／・役員会報告

		 ・中海圏域他団体交流会について

		 ・内規（県出向旅費交通費及び新入会員入会金）について現状確認

１月例会のご案内
と　き：平成23年１月17日（月）18：30〜21：00

ところ：米子全日空ホテル　飛鳥の間

内　容：新春賀詞交歓会

テーマ：「一体感」「明るく元気に」
担　当：輝委員会

  例会について一言「行かなきゃいけない例会から、行きた
くなる例会を」これは35期最優秀委員会委員長の山本竜男
OBがしきりに言っておられた言葉です。
　行きたくなる例会を企画するのは委員長の責務だと思っ
ています。
　良い例会を企画しても、形式ばかりに囚われた、四角四面
の企画案は思いが伝わりにくいと思いませんか？
　私が担当した３人の委員長には、いつも企画案に「思いを
載せてください」と注文をつけました。行きたくするには、
わかりやすく、得な事を全面に出した企画案だともっと参
加人数も増え、たとえ同じ出席人数でも、会員のためになる
事の発見は天と地の差があると思います。
　これから例会を担当する皆さんには「行きたくなる例会
企画案」の作成を心がけてほしいものです。

（専務理事：手島 武司）

「いわせてごしない！」

　来年は行きたくても
行けないと思うと、参
加しなければと思い、
総勢2,000名が会場を
埋め尽くす雰囲気を初
体験してきました。来
賓の挨拶は『日本経済
を支えているのは中小
企業である』という力強い言葉でしたが、現実には中小企業は弱者
なので、強者と戦う、ライバルから奪う、しか生き残れないとも感
じました。全国の表彰団体が壇上で表彰を受ける度に、各都道府県
の参加者から大きな拍手や歓声を送られていました。鳥取県から
は表彰者がなかったので、次回は喝采を浴びて欲しいと思います。
さらに言えば、西部青年中央会が表彰を受けると、全国大会に皆が
参加して盛り上がるな！などと考えながら帰ってきました。　　

　最近利用者が急増しているといわれる、ネット上でファイル
やデータを同期したり保存できるサービスで、代表的なもの
として「Dropbox」「SugarSync」「skydrive」「Evernote」など
があります。ざっくり言ってしまえば、どこにいてもネットに
繋がっているパソコンさえあればワードやエクセルはもちろ
ん大抵のファイルを開けて編集でき、その場で保存もしてお

知って得するビジネス用語
オンラインストレージ

㈲笠岡会計事務所　三輪 龍介 会員

けるスグレモノです。私は「Evernote」「Dropbox」を利用して
いますが、この２つはiPhoneからも使うことができ、既に手
放せない存在になってしまっています。無料版で充分使えます
し、地方の中小企業こ
そ、このようなITサー
ビスをビジネスに活
用すべきと思います
ので、横文字苦手と敬
遠せずに１度試して
みられたらいかがで
しょうか？

第62回全国中小企業団体全国大会へ参加して第62回全国中小企業団体全国大会へ参加して
県出向理事　永田 健司




